
文
化
や
産
業
の
発
展
は
、
絵
画
‘
彫
刻
、
映

画
、
ア
ニ
メ
、
音
楽
な
ど
人
々
の
知
的
な
創

作
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

著
作
権
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

「
著
作
物
」
を
創
作
言
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

フ
を
確
保
し
、
文
化
や
産
業
の
発
展
の
基

盤
を
確
保
す
る
た
め
、
著
作
物
の
「
創
作

者
」
に
著
作
権
を
付
与
し
、
公
共
の
福
祉

と
の
関
係
芍
ど
一
定
の
例
外
を
除
き
、
他

人
が
著
作
物
を
無
断
判
用
す
る
こ
と
か
ら

守
り
、
創
作
者
の
利
益
を
法
的
に
保
護
し

て
い
ま
す
。

文
化
や
産
業
の
発
展
に
は
、
著
作
物
を

適
切
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用

を
図
っ
て
い
く
＼
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
美

術
品
を
公
開
し
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
し
た
り
、
美
術
品
の
図
録
や
広

報
誌
を
作
成
し
た
り
す
る
「
美
術
館
」
に

お
い
て
も
、
著
作
権
に
関
す
る
知
識
を
持

ち
、
美
術
品
店
ど
の
著
作
物
を
利
用
す
る

際
に
は
、
著
作
権
者
と
適
切
に
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
月
号
か
ら
の
連
載
に
お
い
て
、
美
術

館
に
お
い
て
著
作
物
を
利
用
す
る
際
に
参

考
と
な
る
著
作
権
に
関
す
る
塁
本
的
な
考

図1

一

L
'
 

2
 

｀

図
I 

一性

芝Jされない権利） I 
---| 

応白Iで「公表」
されない権利） I 

1 _ 」

/示権（日:-
,「名前の表示」の仕方を，

］ 

[ない権利） I 
製権 ／口

,
；
!
!
！
i
0ーー。
i
i
;！
ー
。

1・
ー。

1
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

（
財
産
権
）
」
に
分
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
美
術
館
に
お
け
る
利
用
に
特
に

か
か
わ
り
が
深
い
「
著
作
権
（
著
作
者
の

権
利
）
」
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
整
理

す
る
と
（
図
2
)
の
よ
う
に
厄
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
著
作
権
（
財
産
権
）
」
に

含
ま
れ
る
「
0
0権
」
は
、
自
分
の
著
作

物
を
他
人
に
「
無
断
で

0
0さ
れ
な
い
権

利
」
と
い
う
意
昧
で
す
。
た
と
え
ば
、

「
複
製
権
」
で
あ
れ
ば
、
無
断
で
「
複
製

さ
れ
芍
い
権
利
」
二
晨
示
権
」
で
あ
れ
ば
、

無
断
で
「
展
示
さ
れ
な
い
権
利
」
と
い
う

こ
と
を
意
昧
し
ま
す
。

店
お
、
「
著
作
権
（
財
産
権
）
」
の
保
護

期
間
は
、
原
則
と
し
て
創
作
の
と
き
か
ら

著
作
者
の
死
後
五

0
年
間
ま
で
、
「
著
作

者
人
格
権
」
の
保
護
期
間
は
、
著
作
者
の

生
存
中
と
な
っ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
著

作
者
の
死
後
屯
原
則
と
し
て
、
著
作
者
人

格
権
の
侵
害
と
芍
る
べ
き
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

広
い
意
味
で
の
著
作
権
は
、
「
著
作
権

（
著
作
者
の
権
利
）
」
と
「
著
作
隣
接
権

（
伝
達
者
の
権
利
）
」
に
分
か
れ
ま
す
。

「
著
作
権
」
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
映
画
な

ど
を
「
創
作
し
た
者
（
著
作
者
）
」
が
持

つ
権
利
で
び
。
ま
た
、
「
著
作
隣
接
権
」

は
、
「
実
演
家
（
歌
手
、
俳
優
な
ど
）
」

「
レ
コ
ー
ド
製
作
者
」
「
放
送
事
業
者
（
放

送
局
）
」
「
有
線
放
送
事
業
者
（
有
線
放
送

局
）
」
と
い
う
、
著
作
物
な
ど
を
人
々
に

「
伝
達
す
る
者
」
が
持
つ
権
利
で
す
。

さ
ら
に
、
「
著
作
権
」
「
著
作
隣
接
権
」

は
、
「
著
作
者
人
格
権
」
と
「
著
作
権

は
ど
の
よ
う
な

の
か

え
方
を
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
著
作
権
」
は

碑
碑
が
持
つ
の
か

著
作
権
は
、
創
作
者
に
創
作
し
た
時
点

で
自
動
的
に
発
生
す
る
も
の
で
び
。
し
た

が
っ
て
、
例
え
ば
絵
画
で
あ
れ
ば
、
絵
を

書
い
た
人
が
著
作
権
を
持
ち
、
そ
の
絵
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
所
有
権
を
持
つ
こ
と

と
な
っ
た
と
し
て
も
、
著
作
権
を
持
つ
こ

と
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
術

館
が
所
蔵
す
る
た
め
に
、
絵
画
を
購
入
し

た
場
合
、
美
術
舘
は
、
そ
の
絵
画
の
所
有
権

を
持
つ
と
し
て
も
、
著
作
権
を
持
つ
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
著
作
権
法
上
認
め
ら
れ

て
い
る
例
外
を
超
え
て
、
そ
の
絵
画
を
無

断
で
コ
ピ
ー
し
て
、
鑑
賞
用
の
本
を
作
成

し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
＇
ー
ジ
に
戴
せ
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

所
有
権
が
あ
っ
て
も
、
著
作
権
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
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美
術
館
の
職
員
が

書
く
原
稿
に

著
作
権
は
発
生
す

美
術
館
に
お
い
て
、
広
報
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
を
作
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、

職
員
が
書
い
た
原
稿
に
著
作
権
は
発
生
芍

る
か
、
発
生
す
る
と
す
れ
ば
誰
が
権
利
を

持
つ
こ
と
に
な
る
か
解
説
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「

原
稿
」
が
「
著
作
物
」

該
当
す
れ
ば

権
利
が
発
生
す
る

「
著
作
権
」
は
、
著
作
物
を
乙
刷
作
し

た
者
」
が
持
つ
権
利
で
、
登
録
等
の
手
続

き
を
必
要
と
せ
す
に
、
創
作
し
た
時
点
で

自
動
的
に
発
生
す
る
も
の
で
す
か
ら
，
．
芙

術
館
の
職
員
が
書
い
た
「
原
稿
（
著
作
物
）
」

に
も
権
利
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

び
。
た
だ
し
、
著
作
物
と
は
「
思
想
又
は

感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
文
芸
、
学
術
、
美
術
又
は
音
楽
の
範

囲
に
属
び
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
単
な
る
「
デ
ー
タ
」
や
「
璽
夫
」

か

「
著
作
権
」
は
、
著
作
物
を
創
作
し
た

定
の
要
件

i

る
場
合
は
、

が持
つ

を
書
い
た
に
過
ぎ
な
い
原
稿
に
は
、
著
作

権
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
~
単
に

催
し
物
の
予
定
を
連
絡
す
る
も
の
に
は
著

作
権
は
発
生
し
厄
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

デ

ー

や

集
め
た
も
（
も
、

か
り
や
す
く

に
工
夫
が

ギ、
とる

ま
だ
、
単
な
る
「
テ
ー
タ
」
や
「
事
実
」

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
を
編
集
す
る
場
合

に
，
＇
「
デ
ー
タ
」
を
選
訳
し
た
り
、
読
者

に
分
か
り
や
す
く
配
列
を
工
夫
し
た
り
し

て
い
訂
ば
編
集
行
為
に
創
作
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
編
集
行
為
を
行
っ
た
者

に
編
集
著
作
物
と
し
て
の
権
利
が
発
生
す

る
こ
と
と
店
り
ま
す
。
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個
人
が
持
つ
の
が
原
則
で
あ
り
、
「
原
稿
」

に
つ
い
て
は
美
術
館
の
職
員
が
権
和
を

持
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
著
作
権
法
で

は
、
「
法
人
著
作
」
に
つ
い
て
の
規
定
を

設
け
、
法
人
が
著
作
者
と
な
る
場
合
を
定

め
て
い
ま
言
。
以
下
の
五
つ
の
要
件
百
べ

て
を
満
た
す
場
合
は
、
「
美
術
陪
」
が
著

作
者
と
な
る
こ
と
と
な
り
ま
芍
。

①
美
術
館
が
原
稿
作
成
の
企
画
を
立
て
た

こ
と

②
原
稿
が
、
美
術
館
の
「
業
務
に
従
事
び

る
者
」
の
創
作
に
よ
る
こ
と

③
原
稿
が
「
職
務
上
」
つ
く
ら
れ
る
こ
と

④
「
公
表
」
す
る
場
合
に
「
美
術
館
の
名

義
」
で
公
表
さ
机
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑤
「
契
約
や
就
業
規
則
」
に
「
職
員
を
著

作
者
と
す
る
」
と
い
う
定
め
が
な
い
こ

と以
上
の
よ
う
に
、
美
術
館
の
職
員
が
書

い
た
広
報
用
の
原
稿
に
つ
い
て
、
「
著
作

物
」
に
該
当
す
れ
ば
、
著
作
権
が
発
生
し
、

そ
の
権
利
は
、
「
美
術
館
」
が
持
つ
場
合

が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
美
術
舘
の
広
報
用
資
料

や
ニ
ュ
—
ス
レ
タ
ー
厄
ど
を
著
作
権
者
に

無
断
で
コ
ピ
ー
を
し
て
多
く
の
人
に
配
付

し
だ
り
、
パ
ン
フ
Li
ッ
ト
な
ど
に
そ
の
ま

ま
掲
載
し
た
り
す
忌
こ
と
な
ど
は
、
原
則
、

著
作
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
術
舘
の
広
報
用
資
料
に
つ
い
て
も
、

原
則
、
無
断
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
例
外
」
と
し
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
機
関
や
袖
立
行
政
法
人
が
一
般
に
周
知

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
す
る
広

報
資
料
な
ど
は
、
「
転
載
を
禁
止
す
る
」

旨
の
表
示
が
な
い
限
り
は
、
説
明
の
材
料

と
し
て
、
新
聞
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
刊
行
物
に
転
載
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

祖
立
行
政
法
人
で
あ
る
美
術
館
が
作
成
す

る
広
報
資
料
や
報
告
書
な
ど
は
、
説
明
の

材
料
と
し
て
で
あ
れ
ば
、
刊
行
物
に
自
由

に
転
戴
び
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
、

抄
立
行
政
法
人
で
あ
る
美
術
館
と
し
て
、

広
報
用
資
料
や
報
告
書
な
ど
を
財
産
と
し

て
活
用
す
る
意
図
が
あ
る
と
き
は
、
「
禁

転
載
」
の
表
示
を
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
広
報
用
資
料
等
の
転
載

は
認
め
る
け
れ
ど
も
、
転
載
し
た
場
合
に

は
、
掲
翻
し
た
刊
行
物
を
数
部
送
付
し
て

欲
し
い
旨
の
表
示
を
付
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

政
法
人
」
が

3
 只

料
等
は
、

」の
汀
れ
ば
、

J

転
載
で
き
る
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美
術
館
に
お
い
て
、
広
報
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
を
作
る

場
合
、
誰
か
に
原
稿
執
筆
の
依
頼
を
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
び
が
、
そ
の
際
に

注
意
す
べ
き
こ
と
を
解
説
し
ま
す
。

原
稿
の
利
用
方
法
や
条
件
に
つ
い
て
、

著
作
者
と
き
ち
ん
と
契
約
を
交
わ
す
こ
と

が
重
要

他
人
に
依
頼
し
て
書
い
て
朽
ら
っ
た

「
原
稿
」
も
、
「
著
作
物
」
に
該
当
す
れ
ば
、
原

稿
の
執
筆
者
に
著
作
権
が
発
生
し
ま
す
。

著
作
者
は
、
「
複
製
権
」
や
「
公
衆
送

信
権
（
無
断
で
ア
ッ
フ
ロ
ー
ド
さ
れ
芍
い

権
利
等
）
」
な
ど
を
持
ち
ま
す
の
で
、
著

作
者
に
無
断
で
、
そ
の
「
原
稿
」
を
コ
ピ

ー
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
り

言
る
こ
と
は
、
著
作
権
侵
害
に
主
た
り
ま

言
。
し
た
が
っ
て
、
原
稿
を
依
頼
す
る
際

に
は
当
事
者
閻
の
契
約
に
よ
り
、
原
稿
の

利
用
方
法
や
条
件
を
明
確
に
し
た
上
で

（
例
え
ば
、
複
数
部
作
成
す
る
広
報
用
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
び
る
，
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
、
な
ど
）
、
著
作
権

者
に
「
複
製
す
る
こ
と
」
「
公
衆
送
信
す

る
こ
と
」
厄
ど
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
言
。

ま
た
「
著
作
権
」
は
誼
渡
び
る
こ
と

も
可
能
で
び
の
で
、
当
事
者
間
の
契
約
に

よ
り
「
原
稿
」
に
発
生
し
た
著
作
権
を
、

美
術
誼
が
譲
り
受
け
る
こ
と
も
可
能
で

す。
こ
の
場
合
は
、
美
術
館
が
原
稿
の
著
作

権
を
持
つ
こ
と
に
芍
り
ま
び
の
で
、
自
由

に
「
コ
ピ
ー
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
」
な
ど
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
「
複
製
権
」
や
「
送
信
可
能
化
権
」

旭
ど
、
匝
別
の
権
利
ご
と
に
譲
渡
契
約
を

結
ぶ
こ
と
も
、
「
著
作
権
」
全
体
に
つ
い

て
、
譲
渡
契
約
を
結
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
「
著
作
権
」
の
主
部
を
譲
渡
す

る
契
約
で
あ
っ
て
も
、
「
二
次
的
著
作
物

の
創
作
権
（
翻
駅
権
、
編
団
権
．
‘
変
形
権
、

翻
案
権
）
」
「
二
次
的
著
作
物
の
利
用
権
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
譲
渡
す

る
旨
の
特
約
が
店
い
限
り
、
著
作
者
に
権

利
か
残
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
「
著
作
権
」
の
譲
渡
契
約
を

結
ん
だ
場
合
で
も
、
原
稿
を
翻
訳
ぢ
ど
し

て
二
次
的
著
作
物
を
創
作
し
た
り
、
そ
の

二
次
的
著
作
物
を
出
版
し
た
り
し
て
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
原
稿
を
執
筆
し
た

著
作
者
の
了
解
が
必
要
に
な
り
ま
芍
。

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
他
人
の
著

の
著
作
物
を

用
す
る
際
に

べ
き
こ
と
は
何
か

：
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］
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ー
；
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」
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9
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原
稿
の
利
用
に
つ
い
て
了
解
を
得
た
場

合
で
も
、
無
断
で
表
現
の
変
更
な
ど
を
し

て
は
い
け
な
い

著
作
者
は
、
「
著
作
権
（
財
産
権
）
」
と
と

も
に
、
「
著
作
者
人
格
権
」
と
し
て
、
「
同

一
性
保
持
権
」
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
「
原

稿
」
の
執
筆
依
頼
を
し
た
人
に
、
利
用
の

了
解
を
得
た
場
合
で
も
、
「
原
稿
」
の
表

現
を
無
断
で
変
更
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

著
作
者
か
ら
原
稿
を
受
け
取
っ
て
、
編

集
の
過
程
で
手
を
加
え
る
場
合
、
明
ら
か

店
字
の
誤
り
を
修
正
す
る
も
の
で
茫
れ

ば
、
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
表
現
方
法
を
変

I

予
た
り
、
分
量
の
関
係

で
切
除
し
た
り
す
る
場
合
厄
ど
は
、
校
正

な
ど
の
段
階
で
、
著
作
者
の
意
志
を
よ
く
、

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
著
作
者
は
、
「
著
作
者
人
格
権
」

と
し
て
、
「
氏
名
表
示
権
」
を
持
つ
こ
と

か
ら
＼
無
断
で
名
前
の
表
示
を
変
更
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

店
お
、
著
作
者
人
格
権
は
、
「
一
身
に

専
麿
言
る
権
和
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
晉

作
権
（
財
産
権
）
と
は
異
な
り
、
譲
渡
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
注
意
の
必
要

が
あ
り
ま
芍
゜

に
広
報
用
の
原
稿
を

い
て
も
ら
う
と
き

注
意
す
べ
き
こ
と
は
何

.

.

 

。

作
物
を
、
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
す
に

「
引
用
」
し
て
利
用
で
き
る

公
表
さ
れ
た
著
作
物
は
「
引
用
」
で

あ
れ
ば
、
例
外
的
に
著
作
権
者
の
了
解
を

得
す
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
、
広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
原
稿

を
書
く
際
に
説
明
の
材
料
と
し
て
他
人
の

発
言
や
論
文
を
抜
粋
し
て
利
用
す
る
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
「
引
用
」
と
し
て
利
用
び
る

場
合
に
は
、
以
下
の
点
に
注
意
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
他
人
の
著
作
物
を
引
用
す
る
必
然
性
が

あ
る
こ
と

②
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
著
作
物
で
あ
る

こ
と

③
公
正
な
慣
行
に
合
致
び
る
も
の
で
あ
る

こ
と
（
た
と
え
ば
、
カ
ギ
括
弧
な
ど
に

よ
り
「
引
用
部
分
」
が
明
確
に
芍
っ
て

い
る
こ
と
）

④
引
用
の
目
的
上
正
翌
な
範
囲
内
で
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
自
分
の
著
作

物
が
「
主
」
で
あ
っ
て
、
他
人
の
著
作

物
が
「
従
一
で
あ
る
こ
と
）

⑤
「
出
所
」
の
明
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と店
お
、
引
用
さ
れ
る
著
作
物
に
限
定
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
諭
文
の
ほ
か
、
絵
画

や
写
頁
も
引
用
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。
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刻
な
ど
の

写
真
を

ど
で

場
合
に

き
こ
と
は
何
か

美
術
館
に
お
い
て
、
展
覧
会
を
開
催
し

絵
画
や
彫
刻
、
写
真
な
ど
を
展
一
応
し
て
多

く
の
人
に
鑑
賞
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
び
が
、
そ
の
際
に
注
意
す

べ
き
こ
と
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術
の
著
作
物
、

未
発
行
の
写
真
の
著
作
物
の
原
作
品
に

は
、
「
展
示
権
」
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、

原
則
、
著
作
権
者
に
無
断
で
展
示
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
「
美
術
の
著
作
物
」

や
未
発
行
の
「
写
真
の
著
作
物
」
の
「
原

作
品
」
に
は
、
他
の
著
作
物
と
は
異
な
り
、

特
別
に
「
屋
ホ
権
」
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、

原
則
、
著
作
権
者
に
無
断
で
展
示
び
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
甘
゜

「
展
示
権
」
が
働
く
の
は
、
美
術
の
著

作
物
に
つ
い
て
も
、
写
真
の
著
作
物
に
つ

い
て
も
、
「
原
作
品
」
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
リ

ジ
ナ
ル
」
の
み
で
あ
り
、
コ
ピ
ー
を
屋
不

す
る
場
合
に
は
、
晨
孤
権
は
働
き
ま
せ
ん
。

に
だ
し
、
「
写
真
」
の
場
合
は
、
ネ
ガ
の

フ
ィ
ル
ム
で
は
な
く
、
フ
リ
ン
ト
さ
れ
た

も
の
が
「
原
作
品
」
と
な
り
ま
び
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
。
コ
ピ
ー
と
呼
ば
れ
る
最
初

に
製
作
さ
れ
た
作
品
す
べ
て
か
「
原
作
品
」

に
該
翌
g
る
と
考
え
ら
机
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
伺
が
「
原
作
品
」
か
、
と
い
う
こ
と

]
は
区
別
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
は
、
著
作
権
者
に
了
解
を

得
て
お
い
た
方
が
い
い
と
考
え
ら
れ
ま

す。
店
お
、
「
写
真
の
著
作
物
」
に
つ
い
て

は
、
展
示
権
が
働
く
の
は
、
未
発
行
の
も

の
に
限

n
nて
い
ま
す
の
で
、
写
真
集
な

ど
で
言
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
に

は
、
著
作
権
者
に
了
解
を
繹
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
未
発
行
の
写
真
を
展

示
び
る
場
合
に
は
、
著
作
権
者
に
了
解
を

得
る
必
要
が
あ
る
の
と
同
時
に
、
未
公
表

の
作
品
で
お
れ
ば
、
「
公
表
権
」
と
い
う

著
作
者
人
格
権
も
働
き
ぎ
び
の
で
、
著
作

者
あ
る
い
は
そ
の
遺
族
店
ど
に
了
解
を

こ
と
も
必
要
に
店
り
ま
言
。

芍
お
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
写
す
場
合
に

は
、
「
展
示
権
」
は
働
き
ま
せ
ん
が
、
す

べ
て
の
著
作
物
に
「
上
映
権
」
が
働
き
ま

言
の
で
、
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
映
写
し
て
、

公
衆
に
直
接
見
せ
る
場
合
に
は
、
著
作
権

者
の
了
解
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

元
刀
外
」
と
し
て
、
非
営
利
・
焦
料
の
場

合
に
は
「
上
映
権
」
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
目
由
に
上
映
す
る
こ
と
が
で
き

ます。）「
例
外
」
と
し
て
、
美
術
の
著
作
物
や

写
真
の
著
作
物
の
原
作
品
の
「
所
有
者
」

ま
た
は
「
所
有
者
の
同
意
を
得
た
者
」
は
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
な
く
て
も
｀
こ
れ

ら
の
原
作
品
を
展
示
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る

「
美
術
の
著
作
物
」
や
未
発
行
の
「
写

真
の
著
作
物
」
の
原
作
品
を
展
示
す
る
場

合
に
は
、
原
則
、
著
作
権
者
に
了
解
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
「
所
有
者
」

お
よ
び
「
所
有
者
の
同
意
を
得
た
者
」
は
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
美
術
館
が
所
有
し
て
い

る
、
絵
画
や
写
真
を
展
示
び
る
場
合
は
、

著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必
要
が
な
く
、

ま
た
、
美
術
館
が
給
璽
寺
を
所
有
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
所
有
者
の
同
意
さ
え
得

ら
れ
れ
ば
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必

要
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
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.
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れ
は
、
原
作
品
を
購
入
し
た
者
が
、
所
有

権
に
基
づ
い
て
公
に
展
示
を
び
る
と
い
う

こ
と
が
従
来
の
慣
行
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

原
作
品
の
商
品
と
し
て
の
流
通
を
考
慮
し

た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
美
術
作
品
を
公
園
そ
の
他
一

般
公
衆
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
開
放
さ

れ
た
屋
外
の
場
所
や
、

4

建
造
物
の
外
壁
そ

丸
の
他
一
般
公
衆
の
見
や
す
い
屋
外
の
場
所

に
設
置
し
て
展
示
す
る
場
合
に
は
、
「
所

有
者
」
や
「
所
有
者
の
同
意
を
得
た
者
」

で
あ
っ
て
巳
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
公
園
に
銅

像
を
設
置
す
る
場
合
や
、
建
物
の
壁
画
や

建
物
の
屋
上
に
あ
る
広
告
の
看
板
と
し

て
、
絵
を
展
＝
IJ
す
る
場
合
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
美
術
院
の
壁
画
と

し
て
、
恒
常
的
に
、
絵
を
展
一
ホ
び
る
場
合

な
ど
は
、
美
術
陪
が
そ
の
絵
を
所
有
し
て

い
て
も
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
必
要

が
あ
る
こ
と
と
厄
り
ま
す
。

な
お
、
第
一
回
（
平
成
一
四
年

1
0月

号
）
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
所
有
者

の
利
用
を
特
別
に
認
め
て
い
る
の
は
、

「晨―
IJ
権
」
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
絵

画
を
「
＿
ピ
ー
し
て
販
売
用
の
本
を
作
成
し

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
だ
り
び
る

場
合
は
、
所
有
者
で
あ
っ
て
も
、
著
作
権

者
の
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

2003.1 文化庁月報';:34 



刻
な
ど
の
美
術
品

ど
の
展
覧
会
で
、

叩
を
掲
載
し
た
カ
タ

を
配
布
す
る
場
合
、

き
こ
と
は
何

観
覧
者
の
た
め
に
展
示
作
品
の
解
説
。

紹
介
を
目
的
と
す
る
小
冊
子
へ
の
展
示
作

品
の
掲
載
で
あ
れ
ば
，
著
作
権
者
の
了
解

は
必
要
な
い
が
、
市
場
に
お
い
て
取
引
さ

れ
る
観
賞
雨
の
画
集
と
実
質
的
に
異
な
ら

店
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
者
の
了

解

が

必

要

。

・

美
術
舘
の
展
覧
会
な
ど
に
お
い
て
、
入

場
者
の
た
め
に
展
示
作
品
を
掲
載
し
た
簡

単
な
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
す
る
場
合
が
あ
る

と
思
い
ま
言
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
著
作

権
法
で
は
、
美
術
館
の
展
覧
会
な
ど
に
お

い
て
、
観
覧
者
の
た
め
の
解
説
，
紹
介
用

の
カ
タ
ロ
グ
に
こ
訊
ら
の
作
品
を
掲
載
甘

る
の
が
通
常
で
あ
る
実
態
芍
ど
に
鑑
み

て
、
一
定
の
場
合
に
は
例
外
的
に
著
作
権

者
の
了
解
芍
く
展
＿
応
作
品
を
カ
タ
ロ
ク
に

掲
載
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

ま
す
、
カ
タ
ロ
グ
ヘ
の
掲
載
が
認
め
ら

れ
る
の
は
、
「
晨
茫
権
」
を
害
言
る
こ
と

な
く
＼
展
示
が
で
き
る
場
合
で
す
。
具
体

的
に
は
、
作
品
の
展
示
に
つ
い
て
、
①
著

作
権
者
の
了
解
を
得
た
場
合
、
②
作
品
の

所
有
者
の
同
意
を
得
た
場
合
，
’
③
展
示
権

の
譲
渡
を
受
け
て
い
る
場
合
、
④
作
品
を

所
有
し
て
い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
（
い
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
著

作
権
者
に
作
品
の
屋
不
の
了
解
を
得
る
と

き
に
、
カ
タ
ロ
グ
ヘ
の
掲
載
に
つ
い
て
も

了
解
を
得
れ
ば
い
い
の
で
閥
題
が
な
い
と

思
い
ま
す
か
、
＇
特
に
②
＼
④
の
場
合
の
よ

う
に
，
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
こ
と
な

く
展
示
で
き
る
場
合
に
、
，
別
途
カ
タ
ロ
グ

へ
の
褐
載
に
つ
い
て
了
解
を
得
る
必
要
が

な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
，
＇
掲
載
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
観

覧
者
の
た
め
に
展
示
作
品
の
解
説
・
紹
介

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
言
る
小
冊
子
、
つ

ま
り
カ
タ
ロ
グ
や
目
録
や
図
録
と
い
う
た

ぐ
い
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
言
。
し
た
が
っ

て
、
観
覧
者
向
け
で
あ
っ
て
も
観
貴
用
の

璽
圭
本
や
、
画
集
＇
写
真
集
の
よ
う
に
商

品
的
ぢ
も
の
は
こ
れ
に
は
診
当
し
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
裁
判
所
の
判
決

に
お
い
て
は
，
＇
展
覧
会
に
晨
不
中
の
作
品

を
掲
載
し
た
書
籍
を
作
成
し
販
売
し
た
事

件
に
つ
い
て
、
こ
の
璽
隷
と
同
程
度
ま
た

は
そ
れ
以
下
の
規
格
紙
質
な
ど
を
持
つ

書
籍
が
観
賞
用
の
画
集
と
し
て
市
場
で
取

園
な
ど
屋
外
の
場
所
に

さ
れ
て
い
る
彫
刻
な
ど
の

術
の
著
作
物
を
絵
葉
書
な

に
し
て
販
売
す
る
こ
と
は

き
る

9
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引
さ
れ
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
、
実
質
作
権
者
の
了
解
が
必
要
。
た
だ
し
％
絵
葉

的
に
み
て
観
賞
用
と
し
て
市
場
で
取
引
さ
書
用
の
風
景
写
真
に
彫
刻
が
写
っ
て
い
る

れ
て
い
る
画
集
と
異
芍
る
と
こ
ろ
は
な
い
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
著
作
権

こ
と
を
理
由
に
、
損
害
賠
償
の
請
求
を
認
者
の
了
解
は
必
要
な
い
。

め
た
も
の
が
あ
り
ま
芍
。
つ
ま
り
、
観
賞
公
園
に
設
置
さ
れ
た
彫
刻
な
ど
の
美
術

用
の
璽
疇
こ
し
て
市
場
に
お
い
て
取
引
さ
の
著
作
物
や
建
築
の
著
作
物
は
、
櫂
利
者

れ
る
価
値
を
有
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
よ
の
経
済
的
利
益
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
一

う
店
も
の
に
つ
い
て
は
、
作
品
を
掲
載
す
定
の
場
合
を
除
き
、
例
外
的
に
自
由
利
用

る
場
合
に
、
著
作
権
者
の
了
解
が
必
要
だ
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
び
。
た
と
え
ば
、
公

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
展
覧
会
を
開
催
園
に
設
置
さ
れ
た
彫
刻
を
写
真
に
と
っ
て

し
て
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
百
る
場
合
に
は
無
料
で
配
布
し
た
り
、
テ
レ
ピ
放
送
で
流

注

意

が

必

要

で

す

。

し

た

り

す

る

こ

と

は

著

作

権

者

の

了

解

を

そ
の
他
販
売
用
の
複
製
画
、
絵
葉
書
、
得
る
ご
と
芍
く
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き

宣
伝
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
広
告
、
入
場
ま
す
。

デ
ケ
ソ
ト
な
ど
に
も
、
著
作
権
者
に
焦
断
た
だ
し
、
絵
葉
書
、
ポ
ス
タ
ー
、
写
真

で
作
品
を
渇
載
苔
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
集
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
と
し
て
販
売
す
る

で

注

意

が

必

要

で

言

。

こ

と

を

目

的

と

し

て

写

真

に

撮

影

し

て

和

な
お
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
こ
と
用
す
る
場
合
に
は
、
権
利
者
の
経
済
的
利

な
く
作
品
の
カ
タ
ロ
グ
ヘ
〔
の
掲
載
が
認
め
益
を
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
言
の
で
、
原

ら
れ
る
場
合
で
も
、
掲
励
作
品
の
出
所
を
則
ど
お
り
著
作
権
者
の
了
解
が
必
要
に
な

瞬
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
り
ま
言
。

す

。

な

お

、

著

作

権

者

の

了

解

が

必

要

に

な

る
の
は
、
専
ら
美
術
の
著
作
物
の
複
製
物

の
販
売
を
目
的
と
す
る
場
合
で
す
の
で
、

絵
葉
書
用
の
公
園
の
風
景
写
真
に
彫
刻
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
な
ど
風
景
が
主
で
そ

の
バ
ッ
ク
の
還
景
に
美
術
作
品
が
写
っ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
著
作

権
者
に
了
解
を
得
G
必
要
は
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
彫
刻
な
ど
を

絵
葉
書
、
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
集
、
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
と
し
て
販
売
す
る
場
合
は
、
著
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は
著
作
権
に
基
づ

い
て
、
展
覧
会
な
ど
の

示
作
品
の
写
真
撮
影
を

止
す
る
こ
と
は

き
る
か

個
人
で
楽
し
む
た
め
の
写
真
撮
影

は
、
著
作
権
者
の
了
解
を
得
る
こ
と

な
く
で
き
る
の
で
、
著
作
権
に
基
づ

き
写
真
撮
影
の
禁
止
は
で
き
な
い

著
作
権
法
で
は
、
例
外
的
に
著
作

権
者
の
了
解
を
得
る
こ
と
な
く
、
著
作

物
を
利
用
で
き
る
場
合
と
し
て
、
「
私

的
使
用
の
た
め
の
複
製
」
を
認
め
て

い
ま
す
の
で
、
固
人
で
楽
し
む
た
め

の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
、
著
作
権

者
に
了
解
を
得
る
こ
と
tJ
く
く
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
展
覧
会
な
ど
を
開
催
す
る
美
術

館
が
、
著
作
権
に
基
づ
い
て
展
示
作

品
の
写
真
撮
影
を
禁
止
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
美
術
館
に
よ
っ
て
は
、

展
示
作
品
の
写
真
撮
影
を
禁
止
す
る

と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
官
が
、
こ

れ
は
、
不
作
品
の
所
有
権
や
施
設

管
理
権
ぢ
ど
に
基
づ
い
て
、
美
術
館

の
判
断
で
写
真
撮
影
を
禁
止
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
打
ま
19
。

nま
で
、
五
回
に
わ
た
り
、
美

術
館
に
お
い
て
著
作
物
を
利
用
す
る

際
に
参
考
と
な
る
著
作
権
に
関
す
る

星
本
的
な
考
え
方
を
解
説
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
後
に
著
作
物
を
利
用
す

る
際
の
検
肘
の
手
順
に
つ
い
て
ま
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
利
用
す
る
著
作
物
が
日
本
の
著
作

権
法
で
保
護
さ
れ
る
著
作
物
か
。

0
日
本
の
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る

著
作
物

。
曰
本
国
民
の
著
作
物

•
最
初
に
日
本
国
内
で
発
行
さ
れ

た
著
作
物

条
約
に
よ
っ
て
曰
本
が
保
護
の

義
務
を
負
う
著
作
物

②
保
護
期
間
内
の
著
作
物
か
ど
う
か
。

0
著
作
物
の
保
護
期
間

・
戸
則
創
作
の
と
き
か
ら
著
作
者

の
死
後
五

0
年
間
ま
で

)
-
J
 

~, 
な
り
ま
す
。

!
i
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；
ー
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！
ー
ー
；
！
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i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
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i
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i
i
i
i
i
i
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1
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1
.
1
i
i
i

③
利
用
方
法
が
著
作
権
の
対
象
と
な

る
行
為
か
。

•
著
作
権
に
含
ま
れ
る
「
無
断
で

0
0
さ
れ
な
い
権
利
（
複
製
、

展
示
そ
の
他
第
一
回
目
の
解
説

（
平
成
一
四
年
一

0
月
号
）
参

照
）
」
の

0
0
に
該
当
す
る
行
為

か
ど
う
か
。

④
一
定
の
例
外
に
該
当
し
、
著
作
物

を
自
由
に
利
用
で
き
る
場
合
に
該

当
す
る
か
。

，
著
作
物
の
「
引
用
」
「
所
有
者
等

に
よ
る
展
示
」
「
展
一
ホ
作
品
の
紹

介
を
目
的
と
す
る
小
冊
子
へ
の

掲
載
」
厄
ど
、
一
定
の
例
外
と

し
て
自
由
に
利
用
で
き
る
場
合

か
と
う
か
。

以
上
の
①
＼
④
を
検
討
し
た
結
果
、

著
作
権
者
の
了
解
が
必
要
な
場
合
に

は
、
著
作
権
者
と
連
絡
を
と
っ
て
了

解
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

怠
お
、
著
作
権
者
に
了
解
を
得
る

場
合
に
は
利
用
方
法
（
展
覧
会
で

展
示
す
る
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
、
販
売
用
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載

す
る
な
ど
）
や
条
件
（
利
用
期
間
、

利
用
の
対
価
な
ど
）
を
契
約
に
よ
っ

て
明
確
に
し
て
お
く
＼
こ
と
が
重
要
と

こ
れ
ま
で
、
六
回
の
連
載
に
お
い

て
著
作
権
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

を
解
説
し
て
き
ま
し
た
。
美
術
館
に

お
い
て
も
著
作
権
に
関
び
る
知
識
や

意
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
稿
を
、
今
後
、
著
作
物
を

利
用
す
る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
び
。
こ
れ
で
穴
回

の
連
載
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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